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本校のセンター的機能の取組について

本校は、全県の難聴の子どもたちを対象に、ニーズに応じた支援を行っております。今年度も沢山
の子どもたちや先生方にご利用いただき、ありがとうございました。
新型コロナウイルスが感染拡大した１月に入ってからのサテライト教室、教育相談は、オンライン

中心での実施となりました。対面での実施が難しくなったためでしたが、お子さんの聴力や言語力等
の実態に応じた配慮や手立ての工夫等を、担任の先生と相談・確認することにもつながりました。
また、交流会では、地域の小学校で学ぶ子どもたちや保護者の方の出会いと仲間づくりができまし

た。
次年度のセンター的機能のご案内も送付しております。感染状況等に応じ、様々な方法を工夫して

進めていきたいと思っていますので、必要に応じてお声掛けください。

難聴理解学習 １７校

職員研修 １２校

交流会（３地区） ２３人（児童生徒）

サテライト教室（北・南） １７人

教育相談（定期） １５人

難聴児童交流会の様子 令和４年２月末現在 実施・利用数

サテライト教室～障害を併せ有する子どもの指導例

特別支援学校に在籍するAさん。①補聴器の管理方法の理解、
②聞く・書くに関する支援について、をねらいとして教育相談を進
めました。年５回行った相談内容は表の通りです。
相談前には、学校での最近の様子について情報提供していただき、

必要度の高い事柄をタイムリーに取り上げました。また、実際の方
法を保護者と担任にも参観していただいたり、時にはやっていただ
いたりしながら、家庭での対応に生かす、学校でも指導を継続する
等で本人の力の定着に徐々につなげるようにしました。

毎回実施 ： 電池の残量調べ、イヤモールドの汚れの確認

回 補聴器に関連したこと 聞く・書くに関する支援について
１ 夏の管理と注意 ～ 自己紹介：「私の○○は、○○です」の話型

２ 保管方法、汗や雨の対策 学部行事の説明 ：「新入生歓迎会」

３ 冬の管理と注意 ～ 間違い探しで話そう：「クリスマス」

４ 乾燥に弱い電池 他 「１２月」から連想する言葉、長音や拗音のある言葉

５ 電池の出し入れの仕方 ３文節文程度での説明：「補聴器の修理について」
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職員研修の実践から

難聴理解職員研修は、学校職員がきこえない、きこえにくいことを理解するだけでなく、難聴児童
生徒に対する適切な関わり方のモデルを示すことに役立ちます。そして、そのことが難聴児童生徒と
その周囲の児童生徒がよりよい関わり方をしていくことにつながっていきます。
ここでは、７月に職員研修を行った湯沢市のＢ小学校難聴学級担任の先生から伺った感想を紹介い

たします。

先生方が難聴について理解して関わることが、本人の自己理解、周りの児童生徒の難聴理解につな
がる第一歩です。

難聴理解学習を終えて

今年度、難聴理解学習を実施した学校に、最近の様子を伺うご連絡をしたところ、次のような感想
をいただいております。本校で行った学習をきっかけに、在籍校の先生方のご指導の継続により、難
聴児自身の成長も見られました。

ご 連 絡

サテライト教室、教育相談（定期）について

継続利用をご希望される場合は、保護者の方ともご相談の上、早めに申込書をご提出くださいます
よう、お願いいたします。
施設の予約等の都合上、４月８日（金）を申込〆切にさせていただきますが、初めて利用を検討さ

れる方については、電話等でご相談させていただいてからでもかまいません。
「詳細について聞いてから決めたい」等、ご不明な点がありましたら、下記までご連絡をお願いい

たします。

Ｄさん自身、理解学習や南の交流会への参加を通して、今まで以上にたくさん

の人と関わりたいという意欲が高まったように感じます。「また交流会に参加

したい」と本人から聞くことができて、うれしい気持ちにもなりました。

（湯沢市 Ｅ小学校）

難聴児自身もみんなに伝えられたこと、みんなに考えてもらえたことが励みに

なりました。これからまた自分自身と向き合い、周囲と上手にコミュニケーシ

ョンをとっていくために、段階を追って学習を進めていきたいと思います。

（秋田市 Ｃ小学校）

職員研修の後、先生方から「きこえないことの大変さが分かった」というコメントを

たくさん聞きました。本児に対しても、顔を見てゆっくり話したり、困り感を分かっ

て目をかけてくれたりしています。また、先生方は、ロジャーの効果を理解して使っ

たり、下学年の児童にも、本児との関わり方を教えたりしてくれていてありがたいで

す。次年度早々の難聴理解研修についても、校長先生が考えてくださり、日程に入れ

ることができています。 （湯沢市 Ｂ小学校）
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